






数理 NEWS 2018-1 | 第 40号  4 

 

 

 

石毛 和弘 

教授 
2018 年 4 月 1 日付けで大学院数理科学研
究科教授に着任致しました石毛和弘です。東北
大学大学院理学研究科から異動してまいりまし
た。東京工業大学で学位を取得して以来の東
京生活となり、学生時代に戻ったような不思議な
感覚でおります。 

数多ある偏微分方程式の中から何となく放物型
偏微分方程式を研究し始め、特に拘っているわ
けではないのですが、何故か今日まで同じ放物
型偏微分方程式を研究し続けております。主に、
放物型方程式の解の形状解析及び漸近解析
を行い、放物型方程式の解の最大点挙動や冪
凸性、非線形放物型問題における解の爆発現
象の解析や時間大域解の高次漸近解析、動的
境界条件付き非線形楕円型方程式の可解性
および解構造等について研究してきました。研究
が進むにつれ拡散現象や非線形問題に対する
理解が深くなると同時に疑問が増え、また新しい
視点や発想も生まれるため興味が尽きず、飽くこ
となく楽しく研究をさせて頂いております。数理科
学研究科の学生の皆様に少しでも偏微分方程
式、さらには解析学の楽しさを伝えていければ、と
考えております。どうかよろしくお願い致します。 

 

齋藤 秀司 

教授 
2012年 8月 1日に数理を去ってからはや 7年
が過ぎました。放蕩息子の帰還を寛容に受け入
れていただいた数理の皆様に心より御礼申し上げ
ます。東大には、1982 年に理学部助手に採用
されてから数理発足後の 1997 年までお世話に
なりました。その後、東工大と名古屋大学に異動
したのち 2004年に数理に戻していただきました。
そして 2012年に東工大に再び移り、そして今回
また数理に戻していただきました。このような放蕩
息子が古巣に戻ってきて今更自己紹介というの
も恥ずかしい限りです。しかしながらこの間に数理
に来られた方々もいらっしゃるので自分の研究に
ついて少々説明させていただきます。 

研究分野は数論幾何と代数幾何です。数学者
になって最初に研究したのは高次元類体論です。
類体論はフェルマーとガウスの偉業を源とし 20 世
紀前半に高木貞治とエミール・アルティンにより完
成された整数論の礎ですが、高次元類体論とは
スキーム論を使ってこれを幾何学化したうえでさら
に高次元化する理論です。最近、高次元類体
論はモチーフ理論との融合により新たな潮流が生
じています。これに触発されて現在はモチーフ理
論を研究しています。モチーフ理論は、 1970 年
代に Grothendieck がそのアイデアを打ち出して
以来、哲学的指導原理として多くの優れた研究
を導いてきました(例えば Deligne の Weil 予想
の解決や混合 Hodge 構造の理論、ゼータ関数
の特殊値についてのBeilinson予想)。1980年
代にBeilinsonが予想としてモチーフ理論を定式
化しましたが、いまだ未完成です。滑らかな多様
体に限れば満足のいく理論を Voevodsky が構
成しました。Voevodsky の理論が特異点をもつ
多様体にたいして働かない理由のひとつは、その
構成が「ホモトピー不変性」を基盤にしている点に
あります。私はこれをホモトピー不変性を仮定しな
い理論へと拡張する研究を行っています。この他
最近力を入れている研究は、モチーフ理論を代
数多様体からリジッド解析空間にまで拡張するこ
とです。このためにまずリジッド解析空間の K 理論
を新たに構成しました。この研究の動機のひとつは、
それがホッジ予想に深く関係していることです。 

数理には様々な分野の最先端で活躍される優
れた研究者が多く、皆様からご教示をいただき自
分の研究に生かしていけることを楽しみにしており
ます。どうかよろしくお願いいたします。 

 

阿部 紀行 

准教授  
今年度の 4 月からこちらに所属することになりまし
た。学生時代を東京大学で過ごした他、以前 2
年間弱数理科学研究科で特任助教をしており
ました。実はこの数理ニュースに自己紹介を書くの
も二度目です。その後北海道大学での勤務を経
て、こちらに戻ってくることになりました。慣れた場
所だろうと思っていたのですが、久しぶりだからか、
はたまた立場の違い故からか、戸惑うことも多い
日々を過ごしています。北海道という場所との違
い（これに関しては北海道の方が特殊であろうと

思いますが）もあるのかもしれません。いつまでも
戸惑っているわけにもいかないので、少しずつなれ
ていって他の方にご迷惑をおかけしないですむよう
になろうと思います。 

研究テーマは簡約群の表現論です。特にここ何
年かは p 進群の法 p 表現論を中心に研究を行
っています。整数論に動機を持ち、比較的最近
研究がされ始めた分野で、基本的な場合の状況
ですら理解に乏しい状況です。何かしらの貢献が
できればと頑張りたいところです。よろしくお願いし
ます。 

 

伊藤 健一 

准教授 
私がまだここの大学院生だったころ、どなただったか
は忘れてしまいましたが、当時の新任の先生がこ
の欄で 10 年ぶりに駒場に戻ってきたという話をさ
れていまして、10 年ぶりに母校に戻るというのは
一体どのような心地がするのだろう、としばらく考え
ていたことがあります。自分がなぜその記事に着目
したのか、理由はいまいちよく分かりませんが、もし
かしたら、ちょうど今自分が同じ立場になることへ
の伏線だったのかもしれません。月並みに、年月
が経つのは早く、院生時代もまるでついこの間のこ
とのようだ、という感想もないわけではありません。
しかし、この 10 年の間に他大学で担当した講義
の数を数えたり、指導したたくさんの学生達の顔を
思い浮かべてみたりすれば、あるいは、あのとき知
らなかったことと今知っていることを一つ一つ比べて
みれば、そこには確かに十年という歳月の重みが
あるようです。次の10年で、私はまたどのように変
化するのでしょうか。事故もなく健康でさえいられ
れば、おそらく今と同じ平々凡々でしょう。しかしそ
のときも、思い返してみれば、やはり 10年分の重
みかまたはそれ以上を感じられるよう、これからの
日々を過ごしていけたらと思っています。 

 

入江 慶 

准教授 
 今年の 4月に着任いたしました入江と申します。
本学の理学部数学科を卒業し、京都大学の数
学教室で大学院生として学んだ後、数理解析
研究所で助教をしていました。また、今年の 3 月

新任紹介・教員 
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末までの 2 年間は、海外学振の研究員としてア
メリカのニューヨーク州立大学ストーニーブルック校
に滞在していました。

専門は（いまのところ）シンプレクティック幾何で
す。学部時代にモース理論に魅了され、修士で
は「二分の無限」次元のホモロジーをモース理論
を使って定式化するフレアの理論について学びま
した。フレア理論はシンプレクティック幾何版とゲー
ジ理論版の（少なくとも）2 つあり、両者は深く
関係していますが、私は主にシンプレクティック幾
何、特にハミルトン力学系の周期軌道の研究へ
の応用について考えてきました。またこうした研究
で得られたアイデアを他の分野に応用することにも
興味があり、5 月の談話会では極小曲面に関す
る結果についてお話しいたしました。 

本研究科の先生方、優秀な学生の方々から多く
を学び、少しずつでも知識の幅を広げてゆければ
と思います。また、事務の方々にはすでに大変お
世話になっております。皆さま、どうぞよろしくお願
いいたします。 

三竹 大寿 

准教授 
平成 30年 4月 1日付けで、数理科学研究科
に、准教授として着任致しました。平成 21 年 3
月に早稲田大学大学院基幹理工学研究科数
学応用数理専攻で博士課程を修了し、ポストド
クター時に、フランスの Tours 大学、アメリカの
California 大学 Berkeley 校にて研鑽を積ん
で参りました。その後は、福岡大学、広島大学で、
助教、講師、准教授を経て、現在へ至ります。
学位を取った後、西日本でしか勤めたことがなか
ったのですが、もともと神奈川県出身ですので、東
京には帰ってきたという思いです。

私の研究分野は解析学で、偏微分方程式論を
専門としています。特に、Hamilton-Jacobi-
Bellman (HJB)方程式の周辺を重点的に研
究してきました。大きなテーマは、力学系、ランダ
ム力学系を背景に偏微分方程式論の粘性解理
論を発展させることにあります。同方程式の歴史
は 150 年以上の長きに及ぶ由緒あるものですが、
現在でも、重要な未解決問題が残っていて、多く
の新しい応用分野がなお発見されることが、研究
対象として魅力的です。

今後は、東京大学の一員として、腰を据えてじっ
くり、今までの一貫した研究に加え、さらに創造的
な数学の研究を目指したいと思っております。皆
様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い
申し上げます。 

山本 宏子 

助教 
2018 年 4 月 1 日付で本研究科附属数理科
学連携基盤センターの助教に着任いたしました
山本宏子と申します。宜しくお願いいたします。東
北大学で学位を取得し、その後東北大学で 1
年間、明治大学で 3 年間ポスドクをしておりまし
た。東京大学に着任することができまして、大変
光栄に感じております。東京大学には研究集会
や学会などで参ることがありましたが、実際に着任
してみると、図書館の本が充実していることなどに
驚き感動しながら、日々新鮮な気持ちで過ごし
ております。 

研究の専門は、非線形偏微分方程式論でして、
反応拡散方程式の解の安定性やダイナミクスに
ついて興味をもっております。特に、反応拡散方
程式の解と空間非一様性との関係を調べる研
究をしております。最近では、非局所効果をもつ
反応拡散方程式の解の近似手法の開発や、モ
デル方程式を多成分の反応拡散系により近似
する反応拡散近似という手法についても研究して
おります。ご興味がありましたら、お気軽に声をか
けていただければ幸いに存じます。至らぬ点も
多々あるかと存じますが、どうぞ宜しくお願いいたし
ます。 

中川 淳一 

特任教授 
4 月 1 日付けで本研究科社会連携講座「デー
タサイエンスにおける数学イノベーション」の特任教
授として着任しました中川淳一です。企業出身
で数学と諸科学・産業の連携に長年携わってき
ました。当面、大学には１回／週の勤務となりま
す。社会連携講座では、社会連携において重要
な位置づけにあるデータサイエンスに焦点をあて、
数学との関わりを明確にしながら、指導原理とし
ての数学理論の体系構築を目指します。

数学とデータサイエンスは、一見、対極の関係に
あるように思えますが、データの定義を実験研究
者の思考過程にまで拡張しますと、「データの背
後にある数学理論を見出し、その理論体系を活
用することで、一部を知り全体を把握することが
可能になる」ことを、何度か経験しています。これ
により、少ないデータで多くのことを知ることができ
るようになり、数学とデータサイエンスの双方に発
展をもたらすことに繋がると考えています。 

また、諸科学・産業との連携を担える若手数学
者の人材育成のため、ＦＭＳＰ社会数理実践
研究の運営形態を参考にさせていただき、数学
のテーマが生まれ、数学と諸科学の双方で論文
が出る等、連携が評価される仕組みの構築に微
力ながら尽力する所存です。何卒よろしくお願い
します。 

村田 昇 

特任教授 
2018年4月に着任しました早稲田大学の村田
昇と申します。これまで非常勤講師として、駒場
キャンパスで多変量解析を用いたデータ分析の基
礎について、座学とR言語の実習を織り交ぜなが
ら教えてまいりましたが、今年度からは数理・情報
教育研究センターが「数理・データサイエンス教育
ブログラム」として提供する統計データ解析の関連
科目を本郷キャンパスで担当させていただくことに
なりました。

専門は数理工学、特に機械学習の理論と応用
に興味を持っています。機械学習は生物の持つ
学習機能を数理的にモデル化して工学に応用す
ることを目的としていますが、特に大量のデータか
らデータ生成の背後にある確率的構造を獲得す
る統計的学習を対象に、学習アルゴリズムの動
特性や収束の解析やアルゴリズムの開発などを研
究対象としています。また、こうした学習アルゴリズ
ムを応用して、Web サイトのログデータ・工場プラ
ントのセンサデータ・生体計測信号など実データの
解析にも取り組んでいます。近年の計算機とネッ
トワーク環境の高速化と大容量化の恩恵を受け、
急速にその応用が進んでいる機械学習の分野で
すが、近似精度の限界やアルゴリズムの収束特
性など理論的には未開拓の部分もあり、まだまだ
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解くべき面白い問題があり、日々愉しく取り組ん
でいるところです。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

竹内 知哉 

特任准教授 
本年度４月に「データサイエンスにおける数学イノ
ベーション」社会連携講座・特任准教授に着任
しました。学部は駒場、院も駒場、数理で学位
取得後もしばらくこちらに在籍していましたが、訪
問研究者の常連 I 先生のお誘いで、North 
Carolina State University に遊学、帰国して
から今年の３月まで東京大学生産技術研究所
の合原研究室に所属していました。数理科学研
究科を飛び出したことで、数学科特有の文化とは
疎遠になったものの、引き換えに異業種・異分野
の研究者と交流する機会に恵まれました。そこで
の貴重な経験は今では大きな財産の一つです。 

専門分野は逆問題です。主に製鉄業に現れる
具体的な課題について、数理モデリング、最適化、
制御などの知見を活かしながら、企業と共同で実
用解法の提案と実装に取り組んでいます。数学
の実社会への応用や産学共同研究に興味関心
のある方は、お気軽に是非お声がけください。 

石本 健太 

特任助教 
2018年 4月より、文部科学省の卓越研究員と
しての特任助教に採用頂きました石本健太と申
します。京都大学数理解析研究所で学位を取
得後、３年間京都大学白眉センターに在籍して
おりました。また、昨年度より学振の海外特別研
究員として英国オックスフォード大学数学研究所
に滞在しております。着任後もさらに数ヶ月、英
国で滞在研究を続ける予定で、東京での生活は
もうしばらく先になると思いますが、どうぞよろしくお
願い致します。 

私の専門は流体力学で、特に細胞スケールの生
命現象に関わる流れを応用数学の観点から研
究しています。流体方程式の理論的、数値解析
的な研究に加えて、実際の生物画像データの解
析や数理モデルの構築にも取り組んでいます。細

胞機能や生命進化といった基礎生物学、感染
症や不妊治療といった医学的な課題にも関わる
ため、様々な分野の研究者との交流を大切にし
ながら、面白い問題を探求したいと思っています。
数理の一員として、数理科学の研究発展と文化
の醸成に貢献できるよう精進してまいります。至ら
ぬ点も多々あるかと思いますが、ご指導、ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。 

新任紹介・職員 

市村 英孝 
教養学部等総務課上席係長（数理科学
総務担当）（兼務）数理科学総務係長 

4 月 1 日付けで数理科学総務係に配属になり
ました市村です。これまで約５年間、本部渉外・
基金課で東京大学基金の管理業務を担当して
いました。「数理科学研究科基金」の問い合わせ
先に自分がいま座っていることに、不思議な縁を
感じています。東京大学では本郷キャンパス以外
の勤務経験がなく、また学部・研究科の仕事も
初めてなので、まだまだ分からないことばかりですが、
みなさまとの信頼関係を大切にしながら、精一杯
頑張っていきたいと思っています。どうぞよろしく願
いいたします。 

大澤 京子 
教養学部等図書課数理科学図書係 

事務補佐員 

四月から数理科学研究科図書室の図書係に参
りました大澤と申します。初めて駒場キャンパスに
来校したときは、樹木や植物の豊かさに驚きまし
た。毎日、小鳥のさえずりや、風に揺れる木の葉
の音に癒されています。 

数理図書室は、大変経験豊富な先輩ばかりで
す。理系の図書館は、以前に医学部図書館で
勤務しましたが、数学は初めての経験という事も
あり、ついつい皆様に甘えてしまいがちになっていま
すが、図書の業務以外にもたくさんのことを教えて
くださり、毎日大変勉強になっています。 

一ヶ月が経ち少しずつ様子が分かり始めてきたと
ころです。まだまだ不慣れで皆様にはご迷惑をお
かけしていますが、よろしくお願いいたします。 

坂本 純子 
教養学部等総務課数理科学総務係 

事務補佐員 

7月 1日付けで数理科学総務係に採用となりま
した坂本純子です。昨年 7月から 1年間は派遣
でお世話になっておりました。 

主に受託研究費、共同研究費、寄付金等を担
当しております。少しでもお役に立てるように努め
て参りますので、どうぞよろしくお願い致します。 
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